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新年あけましておめでとうございます。皆様には健やかに新年をお迎えら

れたこととお慶び申し上げます。また、平素より社会福祉法人清光会の事業
推進に対しまして、格別のご配慮を賜りまして誠にありがとうございます。

令和8年は、午年の幕開けです。神社に奉納される「絵馬」は、もともと

馬が神様の使いとされていたことに由来します。願いを馬に乗せて届けると

いう信仰から始まり、今でも多くの人々が初詣で絵馬を奉納します。そのた

め馬は「願いを届ける存在」「福を運ぶ動物」として特別な意味を持つと言
われています。また、馬は周囲との調和を大切にしながら、自分のペースで

確かな歩みを進め、その姿は夢に向かって突き進む人の象徴でもあります。

当法人も、その穏やかな強さに習い、無理をしすぎず確かな歩みを進め、

成長できる1年にしていきたいと考えています。忙しい中にも、ほっと息を

つける瞬間や、同僚との何気ないやり取りが力になる場面があるはずです。
チ－ムとして、お互いに思いやりながら、温かい繋がりを育て、自然と前を

むける笑顔があふれる職場づくりを進めていきます。また、現状に満足する

ことなく、事業の見直しや改善を繰り返し行い、更なる成長を目指すととも

に、皆様から長く信頼される法人であれるよう、何事においても積極的に様々

なことに取り組んでいきたいと考えています。
今年についても、各事業所にて新しい屋外企画や行事を取り入れ、感染防

止対策を十分行いながら、ご利用者の皆様に少しでも楽しくご利用いただけ

るよう取り組んでまいります。ご利用者をはじめご家族、関係者の皆様には、

今後ともご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

最後になりますが、今般の人件費や物価・燃料の高騰により事業運営も年々
厳しくなってきますが、日々変わりゆく社会の動向の把握に努めていくとと

もに、事業内容の見直しや体制等の整備を充実させ、創意工夫をしながらよ

り安定した事業運営に努めてまいりたいと考えていますので、本年もより一

層のご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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編集後記【生産活動協力会社】

・㈱東進・伊澤タオル・㈱フタバ

・馬場谷タオル㈲・丸十タオル㈲

・㈱ナストーコーポレーション

・㈱エリー・神藤織物㈱・曽我㈱

・サンタ通商㈱・西本タオル㈱

・エル・チャレンジ・広洋物産㈱

・㈲プレスコート・(株)万雄

・㈲射手矢商事・㈲おはなやさん稟

・㈲丸繁・原花店・高松商店

・㈱サワショウ・リコズ・ワールド

・㈱丸中・㈱スミシン・重光商事㈱

・富士産業㈲・堺商店・岸商店

・小杉善㈱・日織商工㈱

・障がい者自立支援センターほっぷ

・清光会・和泉の里

今号も最後までお読み

いただきありがとうござ

います。作業所では日々

の活動を大切にしながら、

皆さんが安心して過ごせ

るよう努めてまいります。

まだまだ寒い日が続きま

すが、体調管理に気をつ

け、穏やかに季節の移ろ

いを感じていければと思

います。令和7年度も残

り数か月となりますが宜

しくお願い致します。

支援員 児玉 和也

2月

5日（木）2班調理実習

7日（土）ダンス活動絆

13日（金）3班創作活動

17日（火）エンゼルの会

20日（金）クラブ活動

24日（火）1班社会体験学習①

26日（木）1班社会体験学習②

28日（土）ダダダダンス
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2月 ・ 3月 の主 な 行 事

より良い広報誌を目指すため、ささゆりだよりについての意見や要望を随時募集して

います。あんなことが知りたい、こんなことが載っていると役に立つ等、皆様のご意

見をお寄せ下さい。

2026年の幕開け、心穏やかにお過ごしでしょうか。

2026年は、さらに自分らしい歩幅を大切にする「スローライフ」がキーワードになりそうです。

新年のあわただしさが一段落したら、お気に入りのカレンダーをめくり、これからの1年に思いを

馳せる「静かな時間」を楽しんでみませんか。

冷えた体に染み渡る白湯や甘酒を片手に、窓の外に広がる冬景色を眺める。そんな何気ないひと

ときが、新しい一年の活力に繋がります。幸多き年となりますように。

支援員 小西 充

3月

4日（水）防災訓練

17日（火）エンゼルの会

25日（水）創立記念日/賞与配布/

豪華弁当の日

27日（金）クラブ活動

28日（土）ダンス活動絆
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令和8年を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。皆様におかれましては、輝
かしい新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
さて、昨年は年々続いた物価高騰が生活を圧迫している事が身に染みて感じた一

年だった様に思います。ささゆり作業所におきましては、例年のごとく昨年10月頃
より、タオル作業が繁忙期に入りました。ありがたいことに例年以上の受注が年末
まで続き、ご利用者、職員一同、一致団結し、本当に忙しい2カ月間を何とか乗り
越える事が出来ました。私も微力ながら、皆様と一緒に作業に取り組む中、ご利用
者の方が作業しているいつもの見慣れた風景だったのですが、ふと、感じたことが
ありました。「みなさん、こんなに長期間、集中して作業に取り組むことができて
いたかな？」ご利用者、職員で作り出す作業室の空気が、「一つの職場」、一人一
人が責任とやりがいを持って取り組む「はたらく場」になっているように感じまし
た。ささゆり作業所では、いつもの作業風景かもしれませんが、私からはご利用者、
一人ひとりが輝いているように見えました。それぞれ自身の任せられている仕事が
あり、責任を持って、こつこつと一生懸命取り組んでいる姿は、確実に一年前、五
年前、十年前とは違う姿に感動致しました。
ささゆり作業所では引き続き、「ディーセントワーク」（働きがいある人間らし

い仕事）の推進に取り組み、はたらく喜びや、やりがいを感じていただけるよう、
支援していきたいと考えています。
最後になりましたが、皆様の貴重なご意見に耳を傾け、これからも地域に必要と

される施設づくりを目指してまいりますので今後ともご支援、ご協力の程、よろし
くお願いいたします。

施設長 髙道 雄治

家族会の皆様、明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春を迎えられたこととお慶び申し上げ

ます。
昨年の年間行事は職員、家族会員、そして我々役員の協力のもと順調に開

催出来た事を非常に嬉しく思います。本年もこのトライアングルをさらに強
固にし、精一杯努力してまいりますので、何卒ご理解、ご協力、ご鞭撻のほ
どよろしくお願いいたします。
最後になりましたが、ささゆり作業所の皆様のご健勝を申し上げまして新

年のご挨拶といたします。
家族会会長 金谷 雅弘
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1月5日に毎年恒例の初詣・互礼会を行いました。初詣は、天気も良く、水呑み
地蔵さんへお参りできました。互礼会では各班の抱負の発表と、冬期休暇の思い
出の発表をして頂きました。「年末おそば食べた」「買い物行った」と楽しい発
表がたくさん聞けました。午後は、貼り絵をして楽しんでいただきました。各班、
個性豊かな作品ができました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

支援員 庄野 達哉

12月25日にクリスマス会を開催しました。会場はツリーや飾りで華やかに彩ら
れ、皆さん笑顔で参加されました。今年はビートボクサーGENさんを招き、間近
で日本チャンピオンの演奏を聞けて、皆さん大興奮でした！その他にも音楽クラブ
による催し物、賞与やプレゼントの贈呈など、和やかな時間となりました。ご利用
者さんからは「ビートボックス凄かった」「楽しかった」「また参加したい」との
声も多く聞かれ、心温まるひとときとなりました。

支援員 近藤 数馬

この度、1月31日付で退職することとなりました。
在籍中は大変お世話になり心より感謝申し上げます。
たくさんの方々に支えていただき、貴重な経験と多くの
ことを学ばせていただきました。
皆さまの今後のご活躍とご健勝をお祈り申し上げます。

これまで本当にありがとうございました。

支援員 山口 清美


